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01
Jamfのポートフォリオ



Jamf 製品ポートフォリオ
管理 · 接続 · 保護

管理 コアプラットフォーム

Jamf Pro
モバイルデバイス管理（MDM）
Apple デバイス管理の基盤

ポータル

Jamf Proポータル

対応 O S

macOS
iOS / iPadOS 
visionOS 
tvOS · watchOS

エージェント /  アプリ

Self Service+ Self Service

接続

Jamf Connect

ID・アクセス管理

対応 OS macOS
ポータル ̶
アプリ Self Service+ アプリ

ゼロトラストネットワークアクセス
（ZTNA）

対応 OS macOS · iOS / iPadOS · visionOS · 
Android · Windows

ポータル Jamf Security Cloud ポータル
アプリ Jamf Trust アプリ

物理アクセス

対応 OS iOS / iPadOS
ポータル Jamf Security Cloud ポータル
アプリ Jamf Trust アプリ

保護

Jamf Protect

Mac エンドポイント保護
対応 OS macOS

ポータル macOS Security ポータル

アプリ Jamf Protect エージェント

Web 保護とコンテンツフィルタリング

対応 OS macOS · iOS / iPadOS · visionOS · 
Android · Windows

ポータル Jamf Security Cloud ポータル

アプリ Jamf Trust アプリ 
（macOS 以外）

モバイルエンドポイント保護
対応 OS iOS / iPadOS · Android

ポータル Jamf Security Cloud ポータル
アプリ Jamf Trust アプリ



Jamf for Mac

Mac向け 
 "All-in-One" ソリューション

Jamf for Mobile

モバイル向け 
 "All-in-One" ソリューション



Jamf for K-12

教育機関向け 
 "All-in-One" ソリューション



Jamf for Mac

Endpoint Security

MDM

Zero Trust Network Access

Network Security

IdP Integrate

Mac向け "All-in-One" ソリューション



Jamf for Mac

Endpoint Security

MDM

Zero Trust Network Access

AI Governance

Network Security

IdP Integrate

Mac向け "All-in-One" ソリューション



Jamf for Mobile

モバイル向け "All-in-One" ソリューション

Endpoint Security

MDM

Zero Trust Network Access

Network Security



Jamf for K-12

教育機関向け "All-in-One" ソリューション

Endpoint Security

MDM

Zero Trust Network Access

Network Security

IdP Integrate
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AI Governance / Platform API



AI Governance

AI Governanceとは
● 組織内でのAI利用状況を可視化し、コントロールするJamfの新しい機能領域 

● デバイス／ユーザーの条件に応じて、利用可能なAIツールを許可・制限できる 

● 入力内容・回答は取得しない

リリース  2026年6月



AI Governanceとは
AI Governance



AI Governance



利用開始にあたって

● AI Governanceは、Jamf for Macのライセンスが必要 
● 適切なJamf AccountおよびJamf Proの権限が必要 
● Jamf ProとJamf Protectのテナントが、同一環境に紐づいている 
●ブループリントを展開するには、Jamf Account SSOが有効になって



AI Governance：現在と今後

年内リリース予定
● 対応AIクライアントの拡大 (Cursor / GitHub Copilot / VS Code)


● トークン使用量の可視化： シャドーAIの完全な検出


●  MCPサーバーの可視化 
● 制御デバイス単位での詳細活動分析 

● 対象： Claude Code、Claude Desktop、OpenAI Codex


● モデル問わず： Visibilityはベンダーに関わらずAIツールを検知 
● カテゴリ単位での手動ポリシー設定

● Governance レポート： PDF ＋ Platform API（JSON）


利用可能



AI Governance(コスト・AI トークン使用量の可視化)
AI Governance



AI Governance(詳細な活動分析)
AI Governance



Platform API

Platform APIとは
●  複数のJamf製品を1つのエンドポイントと共通の認証モデルで扱える新しいAPI基盤 

●  対象製品は、Jamf Pro、Jamf Protect、Jamf Account、Jamf Security Cloud


●  設定はJamf Accountから実施

リリース  2026年9月

提供されるAPI
● ブループリント 

● コンプライアンスベンチマーク


● デバイス管理等



Platform API

Platform API



Platform API

Platform API



Platform API

Platform API



Platform API

Platform API



03
機能Update紹介



Jamf Pro

Jamf Pro 新機能ピックアップ
・ iOS MDMサーバ移行（アプリ保持）
・ Self Service+ iOS版 正式リリース
・ フェデレーションユーザアカウント
・ SSO Setup Assistant ＆ Webhooksセキュリティ強化
・ Platform SSO簡易セットアップ 
・ Jamf Account：Platform Environments / Entra ID Admin Consent Flow
・ ブループリント：Component Blocks
・ コンプライアンスベンチマーク：複数グループへのスコープ対応
・ Jamf School：Seamless Learning Access 新機能



Jamf Pro

iOS MDMサーバー移行（アプリ保持）
● 他社MDMやJamf Pro間でサーバーを移行する際に 
既存アプリの再インストールが不要に 

● 移行にともなうダウンタイムやユーザ影響を最小化 

● 大規模環境のMDM移行・統合を強力に後押しする目玉機能

リリース  2025年10月

利用要件
● iOS/iPadOS/macOS 26以降 

●Automated Device Enrollment（ADE）でApple School Managerまたは 
Apple Businessに割り当てられているデバイス



Jamf Pro

アプリ保持に必要な要件

● Jamf Pro側でDevice PreStage Enrollmentが構成済みであること 

● 移行先MDMで対象アプリに対し、適切なスコープ設定とボリュームライセンスの 
割り当てが正しく行われていること 

● Jamf Pro側のPreStage Enrollment内で「設定アシスタントの前に管理対象 App をイン
ストールする」にチェックを入れておくこと

リリース  2025年10月



Jamf Pro

MDMサーバー移行（アプリ保持）

リリース  2025年10月



エンドユーザーの体験（1）



エンドユーザーの体験（2）



Jamf Pro リリース  2025年10月

MDMサーバー移行（アプリ保持）



Jamf Pro

Self Service+ iOS版 正式リリース
● Self Service + Jamf Trustの機能統合 
複数アプリの管理が不要に 

●モダンなUI/UXで、エンドユーザの 
アプリ検索・インストール体験を刷新 

●現時点での切り替え期限は明言なし

リリース  2026年7月



Jamf Pro

Self Service+ macOS版

リリース  2025年1月

● Self Service Classicの後継として、UI/UXを刷新し、Jamf Connect機能を含めた単一アプリに統合 

● パスワード同期・管理者権限昇格リクエスト・セキュリティダッシュボード表示なとの新機能を追加



Jamf Pro

Self Service+ macOS版

リリース  2025年1月

● Self Service Classicから切り替えがまだお済みでない場合、早急に切り替えを 

● Self Service Classic 廃止後もClassicは動作を継続しますが、今後アップデートは提供されません 
未対応のお客様は、Jamf Pro設定 → Jamf Apps → Self Service+から早急に切替をお願いします 

 

アップデート提供終了　　2026年3月31日



Jamf Pro

Self Service+ macOS版

リリース  2025年1月



Jamf Pro  リリース 2026年1月

フェデレーションユーザーアカウント
● IdP（Microsoft Entra ID／Okta等）で管理するユーザ情報を 

Jamf Proのユーザアカウントへ自動連携 

● アカウント情報の重複管理をなくし、ID管理を一元化 

● SSO環境における管理者の運用負荷を軽減



Jamf Pro 2026年5月

SSO Setup Assistant ＆ Webhooksセキュリティ強化

● SSO Setup Assistant：SSO（シングルサインオン）の 
初期設定をウィザード形式で簡素化 

● Webhooks：mTLS（相互TLS）およびHash Signatureに 
よる認証方式を追加し通信のセキュリティを強化
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Jamf Pro  2026年6月

Platform SSO 簡易セットアップ
● Platform SSOの設定を簡易化するセットアップフローを追加 

● 登録の開始時にSSOeプロファイルをインストールする構成が追加 

● 認証出来たユーザーだけをJamf Proに 
登録させることが可能



Jamf Account/SSO

Jamf Accountの機能強化
● Platform Environments ：Jamf Account上で複数環境（本番／検証など）を統合管理 

● Microsoft Entra ID Admin Consent Flow：Entra ID連携時の管理者同意フローに対応し、テ
ナント全体への権限許可がスムーズに

 2026年7月



Jamf Account/SSO

Jamf Accountの機能強化

 2026年7月



Blueprints 2026年7月

Component Blocks in Blueprints

●ブループリント内の設定を「コンポーネントブロック」として再利用可能な　　
単位に分割 

● 複数のブループリントで共通設定を一元管理でき、メンテナンス性が向上

ブループリントとは？

Appleの宣言型デバイス管理(DDM)を使って、設定・コマンド・ 
アプリのインストール・制限をまとめて展開する仕組みです

複数Componentが設定可能に



Blueprints 2026年7月
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コンプライアンスベンチマークとは？

CISベンチマークなどの業界標準セキュリティ基準に沿って、macOSデバイスの設定を
自動的に評価・監視・修復するJamf Proの機能です

複数グループへのスコープ対応
● 複数のスタティック、スマートグループに対
して同時にコンプライアンスベンチマークを　　
適用できるように 

● 組織全体でのコンプライアンス運用を 
より柔軟に管理可能

Compliance Benchmark 2026年5月



Compliance Benchmark 2026年5月



Jamf for K12 2026年6月

Seamless Learning Access

● 生徒が授業中に必要なアプリ・Webリソースへスムーズにアクセスできる新機能 

● ログインの手間を減らし、授業導入までの時間を短縮 

●  教育現場のICT活用をさらに後押し



Apple School Manager
Managed Apple Account

Jamf School
Seamless Learning ブループリント

RapidIdentity
サイレント IdP

iPad
SSO Extension（SSOe アプリ）

学習アプリ
Canvas など

ユーザ同期
ユーザ同期

1

2

3

4

フェデレーション

ポイント
Jamf School が管理する iPad と有効なト
ークンがあれば、RapidIdentity は追加の
確認なしにユーザー本人と見なします。

認証・トークンの流れ

同期・フェデレーション

全体構成



04
セキュリティ
Jamf Security Cloud（JSC） / Jamf Protect



Dedicated Internet Gateway

リリース  2026年4月Jamf Security Cloud

● ZTNA トラフィックを専用 IP アドレス経由でルーティングする新しい有償アドオン 

● Jamf Security Cloud 経由でプライベートインターネットゲートウェイを組織に提供 

● 既存の ZTNA サブスクリプション (Jamf for Mac または Jamf for Mobile) が必要



Compliance Benchmarks リリース  2026年4月Jamf Security Cloud



Compliance Benchmarks リリース  2026年4月Jamf Security Cloud



Network Telemetry 機能追加

リリース  2026年6月Jamf Protect

● エンドポイントの動作をネットワークレベルで可視化 

●脅威をプロアクティブに検出 

●コンプライアンスおよび監査対応をサポート 

● シームレスな SIEM 連携 

利用条件 
● macOS 26以上、Jamf Protectエージェント8.14以降 

● Network Content Filterプロファイル



リリース  2026年6月Jamf Protect



まとめ
Jamfはデバイス管理からID、セキュリティまでを1つのプラットフォームで提供

今期の注目機能

AI Governance
リリース 2026年6月
● 組織内のAI利用状況を可視化し、ポリシーで制御 

● Claude Code / Claude Desktop / OpenAI Codexを検知。
入力内容・回答は取得せず、プライバシーを保護 

● 年内にCursor・GitHub Copilotなどへ対応拡大予定

MDMサーバー移行（アプリ保持）
iOS/iPadOS/macOS  26以降
● 他社MDMやJamf Pro間の移行でも、既存アプリの再イン
ストールが不要 

● 移行にともなうダウンタイムやユーザー影響を最小化 
● 大規模環境のMDM移行・統合を後押し

そのほかのアップデート

ID・SSO 
フェデレーションアカウント等

Blueprints・Compliance 
Component Blocks など

セキュリティ 
Network Telemetry など

Platform API 
複数のJamf製品を1つのAPIで




